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１　本会は、あいだ哲学会と称し、事務局を京都大学大学院人間・環境学研究科

篠原資明研究室に置く。

２　本会は、〈あいだ〉への問題意識にもとづく哲学的研究とその発展を目的と

する。

３　本会の会員は、京都大学大学院人間・環境学研究科篠原資明研究室の関係者

ならびに委員会の推薦を受けた者とする。

４　本会は、次の事業を行う。

(ア)学会誌『あいだ／生成』の刊行。

(イ)研究会、講演会等の開催。

(ウ)その他必要な事業。

５　本会の運営を遂行するために委員会を設置する。

６　委員会は、若干名の幹事を委嘱することができる。

７　規約の改正等の重要事項については、委員会の審議を経て決定する。

１　投稿資格は、原則として会員に限る。

２　原稿の採否は、委員会の委嘱を受けた編集委員が審議の上決定する。
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『あいだ／生成』第２号を、お届けする。論文
５つ、展評２つ、書評１つの構成である。展
評はそれぞれ、会員による展覧会を扱い、書
評は、会員による著作を扱っている。論文の
うち１つも、同じ１つの展覧会をきっかけと
して書かれたものではあるが、独立した論文
として読めるものなので、掲載することにし
た。今回も、前号同様、多彩な内容が盛られ
たように思う。相かわらずの手探り状態なが
ら、建設的なご批判やご意見を賜れば、幸い
である。

（篠原資明）
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